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ゆめっこランド幼稚園部の発表会が 12 月８日（土）行われました。園児たちは日頃から
表現する楽しさや、自分の思いや考えを出せるようにと、さまざまな表現活動に取り組ん
でいます。発表会では歌や劇などを元気いっぱいに表現し、会場に訪れた大勢の父母たち
は、園児たちの一生懸命な演技に大きな拍手を送りました。
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ご
く
一
部
に
つ
い
て
権
限
を
認
め
ら
れ

た
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

家
づ
く
り
に
た
と
え
る
な
ら
ば
、
土

地
の
大
き
さ
も
、
建
物
の
構
造
も
間
取

り
も
内
装
も
外
壁
も
色
も
す
べ
て
決
め

ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
外
壁
の
色
だ

け
は
自
分
で
決
め
て
も
い
い
け
れ
ど
、

そ
の
他
は
ダ
メ
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

た
し
か
に
、
外
壁
を
周
囲
の
雰
囲
気

に
合
わ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
自
分
の
好

き
な
色
に
塗
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
れ

は
そ
れ
で
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
家
族
構
成
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
間
取
り
に
し
、
お
気
に
入
り

の
イ
ン
テ
リ
ア
を
揃
え
、
地
域
の
環
境

に
合
っ
た
建
物
に
す
る
と
い
っ
た
よ
う

な
住
み
や
す
い
家
を
つ
く
る
こ
と
は
困

難
で
す
。

　

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
が
ま
す

ま
す
一
極
集
中
す
る
現
在
の
我
が
国
。

　

東
京
だ
け
が
極
端
に
繁
栄
発
展
し
、

そ
の
他
の
地
域
と
り
わ
け
農
山
漁
村
が

衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
か
に
見
ら
れ
て

い
る
昨
今
、
町
を
元
気
に
す
る
た
め
の

特
効
薬
は
何
で
し
ょ
う
。

　

地
方
分
権
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
も
の

権
限
が
国
か
ら
地
方
自
治
体
（
町
）
に

移
譲
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
は
確
か
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
中
身
と
い
え
ば
非
常
に

細
か
な
権
限
ば
か
り
で
、
政
策
領
域
の

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す

新
温
泉
町
長　

馬　

場　

雅　

人

新温泉町長　馬場雅人

世界地質公園「ジオ・パーク」認証への
　　　　　　　　　　　　取り組みを進めている山陰海岸
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政
策
領
域
に
お
け
る
権
限
の
一
部
を

移
譲
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
政
策
領

域
ご
と
す
べ
て
権
限
を
移
譲
す
べ
き
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

過
疎
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
仕
送
り

に
当
た
る
国
か
ら
の
交
付
税
も
思
う

に
任
せ
な
い
時
、「
情
報
通
信
」
の
根

幹
を
占
め
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
敷
設

を
中
心
と
す
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
は
、
安

心
、
安
全
の
観
点
か
ら
も
、
と
て
も
大

切
な
事
業
で
す
。
浜
坂
地
域
の
防
災
情

報
無
線
は
、
供
用
開
始
後
20
年
が
経
過

し
、
屋
内
戸
別
受
信
機
の
な
い
家
庭
が

約
８
５
０
世
帯
あ
り
、
近
づ
く
防
災
情

報
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
で
は
、
約

５
億
円
が
必
要
で
す
。
テ
レ
ビ
だ
け
見

れ
た
ら
そ
れ
で
良
い
と
い
う
考
え
方

は
、
問
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
後
、
情
報
過
疎
を
き
た
し
て

は
町
の
将
来
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
爆
発
的
な
普
及

は
、
青
少
年
の
み
な
ら
ず
、
高
齢
者
も

情
報
の
恩
恵
に
浴
す
る
時
代
が
す
で
に

到
来
し
、
総
合
的
判
断
と
し
て
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
事
業
に
優
位
性
が
あ
り
ま
す
。
加

え
て
、
自
主
放
送
で
は
町
民
が
主
役
の

番
組
制
作
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
資
源
が
豊
か
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
交
通
ア
ク
セ
ス

の
み
な
ら
ず
、
情
報
ア
ク
セ
ス
の
面
で

も
不
利
な
地
域
と
い
う
こ
と
で
す
。
情

報
過
疎
は
何
と
し
て
も
克
服
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

山
陰
海
岸
国
立
公
園
を
世
界
の
「
ジ

オ
・
パ
ー
ク
」（
地
質
公
園
）
に
し
よ
う

と
い
う
動
き
や
、上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
実
践
活
動
も
ず
い
ぶ
ん
拡

が
っ
て
き
ま
し
た
。
ジ
オ
・
パ
ー
ク
の

国
内
連
絡
協
議
会
も
設
立
さ
れ
、
ユ
ネ

ス
コ
へ
の
申
請
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
前
の
足
湯
の
展
開
や
鉄

道
グ
ッ
ズ
の
展
示
、「
カ
ニ
ソ
ム
リ
エ
」

「
ゆ
む
ら
な
で
し
こ
」
を
は
じ
め
と
す

る
各
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
取
組
も
着
実
に

奏
功
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
高
規
格
道
路
」
は
東
浜
居
組

道
路
に
続
い
て
、
浜
坂
道
路
の
事
業
化

も
目
前
と
な
り
、
漁
港
関
連
道
路
や
栃

谷
バ
イ
パ
ス
も
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
新
薬
師
湯
の
完
成

に
よ
っ
て
相
互
に
刺
激
し
あ
い
、ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
が
動
き
始
め
る
き

ざ
し
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

何
よ
り
も
無
尽
蔵
に
あ
る
住
民
の
皆
さ

ま
の
英
知
と
さ
ら
な
る
ご
支
援
・
ご
協

力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が

特
効
薬
な
の
で
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

上山高原の自然などを体験するさまざまなプログラムを実施し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実践活動を拡げている「上山高原エコミュージアム」
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21

世
紀
を
先
導
す
る―

日
本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

新
温
泉
町

　

～
海
・
山
・
温
泉
を
つ
な
ぎ
、
地
域
力
を
最
大
限
に
活
か
す　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
～

　

新
温
泉
町
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
「
海
・
山
・
温
泉　

人
が

輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
」、サ
ブ
テ
ー
マ
を「
安
ら
ぎ
と
憩
い
の
空
間　

新
温
泉
町
」

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
情
報
化
の
側
面
か
ら
総
合
計
画
を
支
援
し
、
町
が
抱
え
る

多
く
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
基
本
計
画
と
し
て
「
新
温
泉
町
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り

計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
計
画
に
よ
り
、
地
域
間
の
連
携
の
強
化
、
共

通
に
抱
え
る
課
題
の
克
服
、
地
域
と
し
て
の
総
合
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　

今
回
の
「
新
温
泉
町
ｅ
‐
む
ら
づ
く

り
計
画
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
策
定
さ
れ

た
「
新
温
泉
町
情
報
化
計
画
」（
平
成

18
年
度
）、「
新
温
泉
町　

農
村
地
域
Ｉ

Ｔ
化
基
本
構
想
」（
平
成
19
年
度
）
を

受
け
継
ぎ
、
本
町
の
情
報
化
施
策
を
計

画
的
か
つ
迅
速
に
進
め
る
た
め
の
具
体

的
な
取
組
内
容
を
示
す
た
め
に
策
定
す

る
も
の
で
す
。

　

同
構
想
に
お
け
る
将
来
像
は
「
21
世

紀
を
先
導
す
る
‐
日
本
海
の
情
報
発
信

の
ま
ち
‐
新
温
泉
町　

～
海
・
山
・
温

泉
を
つ
な
ぎ
、
地
域
力
を
最
大
限
に
活

か
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
～
」
と
し
て
い
ま
す
。

同
構
想
に
お
い
て
、
地
域
情
報
の
発
信
・

伝
達
を
中
心
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
環
境
の
向
上
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
難

視
聴
地
域
の
解
消
、
防
災
情
報
シ
ス
テ

ム
の
統
一
化
な
ど
、
新
温
泉
町
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
の
解
決
手
段
を
検
討
し

た
結
果
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

解
決
手
段
と
し
て
い
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
持
つ
機
能
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
に
住
民
説
明
会
や
広

報
な
ど
で
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
住
民
の
方
々
に
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
１
月
に
住
民

説
明
会
を
行
い
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が

必
要
か
ど
う
か
を
判
断
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
加
入
意
向
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

「
新
温
泉
町
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り 

計
画
（
案
）」
に
関
す
る
意
見
募
集

　

こ
の
た
び
、
新
温
泉
町
ｅ-

む
ら
づ

く
り
計
画
（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
新
温
泉
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
制
度
に
よ
り
、
住
民
の
皆
様
に
事

前
に
そ
の
内
容
を
公
表
し
て
、
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
案
件
名

　

新
温
泉
町
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画

▼
意
見
募
集
期
間

　

１
月
４
日
（
金
）
～
25
日
（
金
）

▼
計
画
書
概
要
の
提
示
場
所

　

企
画
課
、
温
泉
総
合
支
所
振
興
課

　

及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
応
募
方
法

　

手
紙
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
住
所
、

氏
名
を
記
入
の
う
え
、
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
０
５
４

・
Ｅ
メ
ー
ル

　

   info@
tow
n.shinonsen.hyogo.jp

▼ 

問
い
合
わ
せ　

企
画
課
広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝
情
報
通
信
技
術
。
日
本
で
は「
Ｉ

Ｔ
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

国
際
的
に
は
Ｉ
Ｔ
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
「
Ｃ
」
を
加
え
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」

の
方
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

新
温
泉
町
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画
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①地域情報の提供機能の強化
　温泉地域では既にＣＡＴＶ整備が実施され、自
主放送番組により地域に密着した映像情報等の提
供が実現されています。
　今後は、浜坂地域も含め、町全域を対象とした
一元的な情報の提供体制を構築するとともに、町
民が迅速かつ手軽に情報を入手し、共有すること
ができるよう、地域情報を提供する機能の強化を
目指します。

 

ケーブルテレビ「夢ネット」

②インターネット接続環境の向上
　全国的にはインターネットにおけるブロードバ
ンド（高速回線）の利用環境が整いつつあるもの
の、浜坂地域の一部においてはＡＤＳＬ回線の速
度が遅く、高速通信の利用ができない地域があり
ます。
　地域間の情報通信基盤の格差を解消し、町内い
かなる地域においても同様の情報提供が受けられ
るよう、インターネット接続環境の向上を目指し
ます。
 

高速回線によるインターネット接続

③携帯電話通信不能地域及び 
テレビ・ラジオ放送の難視聴地域の解消

　携帯電話の通信不能地域は移動通信用鉄塔施設
整備事業や民間事業者の整備により解消しつつあ
りますが、まだ利用できない地域が残っています。
また、浜坂地域では、テレビの難視聴地域が存在
するとともに、地上デジタルテレビ放送への対応
が求められています。ラジオ放送についても、受
信環境が整っていない地域があります。これらの
問題点の解消を目指します。
 

地上波・衛星波の再送信

④防災情報システムの統一化

　浜坂地域の防災情報無線の老朽化、戸別受信機
の整備、防災情報の一元化に対応するため、ケー
ブルテレビを全町域に整備し、また、町内全世帯
に緊急防災告知端末を設置します。これにより、
災害時における災害状況や避難誘導、避難場所等
の緊急防災情報を周知徹底できる防災情報システ
ムの統一化を目指します。

 
緊急防災情報

地域の課題解決のために情報通信基盤の整備が望まれています
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　　　　　　　　　　　　　　　　　情報通信技術の活用により、　　　　　　　　地域に元気をもたらすまちづくりを実現します　

①農林水産業の活性化

②商工業の活性化と観光・交流の促進

③若者の雇用確保と定住促進
　

産地ブランド情報

農林水産物の販売促進

セリ市、観光地、
伝統行事情報

観光の促進

生産者情報・販売情報

生産者と消費者の
信頼関係の構築

栽培技術情報・病害虫情報

農産物の質の向上

定点カメラによる漁港等の監視

生産活動の作業の軽減化

ショッピングモール

高齢化社会への対応

ツーリズム情報

観光・交流の促進

商店街情報・ＣＭ

商店街や企業の活性化

中小企業支援、企業誘致
Ｕ・Ｊ・Ｉターン支援

雇用の場の確保・定住促進

　基幹産業である第１次産業の振興は、地域活
性化、適正な土地利用、自然環境の保全の視点

からも重要であり、情報通信技術を活用した販
売促進や生産技術向上など、農林水産業の活性
化施策を展開します。

　地場産業や商店街が低迷している中、商店街
や中小企業における情報化の支援を行うことに
より、商工業の活性化を図ります。また、さら
なる観光客の増加と交流の促進のため、地域を

ＰＲするしくみの構築、各観光資源・施設間の
連携によって多様な観光プログラムを生み出
し、来訪者の要望に対応するしくみの構築を進
めます。

　地元に雇用の場が少なく、若者の町外への流出
が多いことから、企業誘致の促進による若者の雇
用確保を図り、定住促進に繋げます。
　情報通信技術を活用した新しい分野の企業支援
を行うとともに、新しい就業形態の創出、定住人
口の増加に向けたＵ・Ｊ・Ｉターン受け入れ体制
を充実します。
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H20（2008）.1.1

　　　　　　　　　　　　　　　　　情報通信技術の活用により、　　　　　　　　地域に元気をもたらすまちづくりを実現します　

④高齢化社会への対応

独居老人支援

高齢化社会への対応

緊急通報システム

暮らしの安全性の確保

在宅健康管理支援

高齢化社会への対応

⑤暮らしの安全性・利便性・快適性の向上

防災・災害情報

暮らしの安全性の確保

行政手続支援

暮らしの利便性の向上

ケーブル電話

地域コミュニティの醸成

住民参加型番組

地域間・世代間
交流の促進

⑥教育環境の充実

児童見守り支援

　
児童の安全性の確保

学校行事の放送

町民に開かれた学校づくり

◆問い合わせ　企画課　広報情報係　℡（０７９６）８２‐５６２４

　本格的な高齢化社会の到来を迎え、高齢者へ
の福祉対策の充実とともに、体力づくりや健康
管理を通して多くの元気な高齢者が活躍できる
ような保健・医療サービスを提供し、高齢者が
安心していきいきと暮らせる環境づくりが求め

られています。
　情報通信技術の積極的な活用による高齢者の
暮らしを見守るシステムの構築、保健・医療・
福祉の連携、需要に対応した情報提供サービス
を構築します。

　災害発生時の情報収集、伝達体制や通報体制
の充実とともに防犯情報の提供、行政サービス
の向上や地域活動の促進につながる情報化を構
築します。

　また、郷土愛の醸成や本町に残る歴史・文化
等の保存・継承のためにも、郷土に関する情報
の共有化、情報発信、地域コミュニティの強化
を図ります。

　情報を使いこなす能力を身につけるための教
育の必要性が高まっています。今後は、情報通

信技術を活用した教育環境の充実による学校間
での情報交換や児童の防犯対策、地域や保護者
に開かれた学校づくりをします。



�

町政のうごきから
H20（2008）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

地
域
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
、
利
便
性
の
低

下
な
ど
に
よ
り
観
光
産
業
や
通
勤
、
通

学
な
ど
の
生
活
手
段
で
あ
る
公
共
交
通

と
し
て
も
大
き
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
山
陰
本
線
を
取
り
巻
く
環

境
も
大
き
く
変
化
し
、
大
阪
（
京
都
）

～
城
崎
温
泉
間
の
電
化
、
北
近
畿
タ
ン

ゴ
鉄
道
に
よ
る
宮
津
線
の
転
換
開
業
及

び
智
頭
急
行
の
開
通
に
よ
り
、
全
国
的

に
見
る
と
本
来
一
つ
で
あ
る
べ
き
山
陰

海
岸
国
立
公
園
区
域
内
の
地
域
が
分
断

さ
れ
る
と
と
も
に
、
山
陰
本
線
も
か
つ

て
の
役
割
が
大
き
く
低
下
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
町
か
ら
列
車

を
利
用
す
る
人
の
「
鉄
道
離
れ
」
が
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

鉄
道
は
地
域
住
民
の
足
で
あ
る
と
と

も
に
、
山
陰
海
岸
沿
線
に
位
置
す
る
関

係
市
町
の
主
要
な
産
業
で
あ
る
観
光
振

興
の
た
め
、
ま
た
、
高
齢
福
祉
社
会
に

お
け
る
地
域
生
活
者
の
足
と
し
て
大
変

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
は
関
係

機
関
と
連
携
し
て
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
国
、

兵
庫
県
な
ど
へ
余
部
橋
り
ょ
う
の
定
時

性
確
保
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
平
成
14
年
に
余
部
橋
り
ょ

う
の
架
け
替
え
が
決
ま
り
、
平
成
22
年

の
完
成
を
見
据
え
て
、
現
在
そ
の
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。
余
部
橋
り
ょ
う
の

架
け
替
え
に
本
町
も
多
額
の
財
政
負
担

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

架
け
替
え
後
の
効
果
を
ま
ち
の
活
性
化

　

現
在
の
バ
ス
運
行
体
系
は
、
合
併
前
の
旧
町
間
で
の
Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
と
全
但
バ
ス
湯

村
温
泉
営
業
所
を
中
心
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
合
併
を
契
機
と
し
て

町
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
を
中
心
と
し
た
バ
ス
体
系
に
シ
フ
ト
す
る
と
と
も

に
、
役
場
、
公
立
浜
坂
病
院
と
温
泉
総
合
支
所
を
結
ぶ
浜
坂
駅
～
湯
村
温
泉
間
の
パ

イ
プ
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
の
再
編
に
よ
る
バ
ス
運
行
の
効

率
化
や
住
民
の
利
便
性
向
上
は
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮
さ
せ
る
有
効
な
手
段
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

全
但
バ
ス
路
線
の
休
止
申
し
出

　

昨
年
９
月
28
日
に
は
全
但
バ
ス
株
式

会
社
か
ら
、
収
支
状
況
の
悪
い
町
内
５

区
間
（
湯
村
温
泉
～
浜
坂
駅
、
湯
村
温

泉
～
田
中
、
浜
坂
駅
～
居
組
、
浜
坂
駅

～
久
斗
山
及
び
湯
村
温
泉
～
鳥
取
駅
）

を
走
る
す
べ
て
の
系
統
の
バ
ス
運
行
を

本
年
９
月
末
を
も
っ
て
休
止
し
た
い
旨

の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
住
民
の
生
活
や
観
光
客
の

交
通
手
段
が
公
共
交
通
需
要
か
ら
、
自

家
用
車
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

人
口
の
減
少
、
特
に
通
勤
や
通
学
人
口

の
減
少
と
共
に
、
保
護
者
に
よ
る
自
家

用
車
を
利
用
し
た
通
学
な
ど
に
よ
り
、

路
線
バ
ス
の
利
用
者
が
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
の
役
割
を
考
え
て
み
よ
う

　
　

バ
ス
路
線
の
休
止
申
し
出
と 

　
　
　
　
　
　
　

余
部
橋
り
ょ
う
架
け
替
え
を
契
機
と
し
た
取
り
組
み

　

本
町
は
、
従
来
か
ら
住
民
の
通
勤
や

通
学
の
足
と
し
て
、
生
活
交
通
手
段
を

守
る
た
め
、
休
止
対
象
区
間
を
含
む
町

内
10
系
統
の
運
行
維
持
に
向
け
、
県
と

協
働
し
て
全
但
バ
ス
株
式
会
社
に
赤
字

補
て
ん
と
し
て
約
２
千
３
百
万
円
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
家

用
車
の
普
及
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
と

燃
料
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
経
費
が
年
々

増
加
し
、
本
町
の
財
政
を
強
く
圧
迫
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
増
額
は
厳
し

い
状
況
で
も
あ
り
ま
す
。

余
部
橋
り
ょ
う
架
け
替
え

を
契
機
と
し
た
取
り
組
み

　

昭
和
61
年
に
発
生
し
た
Ｊ
Ｒ
余
部
橋

り
ょ
う
か
ら
の
列
車
転
落
事
故
以
来
、

強
風
に
よ
る
列
車
運
休
が
多
く
な
り
、

全但バス　浜坂駅ターミナル

山陰本線　余部橋りょう
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に
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
新
し
い
観
光
の
視
点
と
し
て
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
な
ど
に
よ

り
、
京
都
府
京
丹
後
市
か
ら
鳥
取
県
鳥

取
市
ま
で
の
一
帯
の
地
域
振
興
に
向

け
、
再
度
関
係
市
町
が
連
携
す
る
時
に

き
て
い
ま
す
。新
余
部
橋
り
ょ
う
を〝
夢

の
架
け
橋
〟
と
位
置
付
け
、
当
該
地
域

の
連
携
強
化
、
鉄
道
の
魅
力
づ
く
り
と

と
も
に
鉄
道
の
特
性
を
再
認
識
し
、
本

町
を
含
む
山
陰
海
岸
沿
線
市
町
の
活
性

化
に
結
び
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現在検討中の取り組み（案）
　新温泉町議会で議論しながら以下のことについて具
体化していきたいと考えています。
１　沿線各市町の連携強化、鉄道の魅力向上
　（１）住民と余部橋りょう架け替え後の効果をまちの活
　　性化に生かす方策、認識を共有するため、フォーラ

　　ムを開催し、鉄道の魅力アップの機運を盛り上げる。

　（２）ＪＲ豊岡駅から鳥取駅間の山陰本線を山陰海岸ジ

　　オパーク構想にちなみ、山陰海岸ジオパーク線（愛

　　称）とする。

　（３）住民からの公募により山陰海岸ジオパーク構想と

　　あわせて、同区間の駅名に愛称をつける。（例として、

　　竹野浜、釣鐘洞門、但馬御火浦、穴見海岸、山陰松

　　島など）

　（４）（３）とあわせて、鉄道沿線から海岸が見えるスポッ

　　ト何ヵ所かを “ 山陰海岸ジオパークが見えるスポッ

　　ト広場（仮称）” として整備し、海岸の由来等を説

　　明する「解説板」を設置をはじめ、駅舎やホームな

　　どにも地質遺産を紹介したパネルやモニュメントを

　　設置する。

　（５）（２）～（４）までの取り組みによって、地域を訪

　　れたお客がこの駅で途中下車すれば何かがあるとい

　　う認識をもってもらう。

　（６）拠点となる駅にはレンタサイクルなども設け、個

　　人客を対象として、駅からまちなか散策できる仕組

　　みづくりも行い、まちににぎわいを取り戻す。

　（７）個性ある普通列車の導入（ペイントなど）を進め、

　　それぞれにコウノトリ、イワツバメ、イヌワシなど

　　沿線市町に関係のある名称をつける。

　（８）これらの取り組みを通して、鳥取～豊岡間を結ぶ

　　普通列車の創設などに結びつけ、関係市町の連携強

　　化を図る。

　（９）町民ふれあいの旅を継続実施することで、町民の

　　親睦を深めながら、鉄道に関心を持ってもらい続ける。

２　町の玄関口整備
　余部橋りょう架け替えと連動して、浜坂駅と駅前広
場の活性化、来訪者のおもてなしと町民の活力の導入、
鉄道ファンの集客、ふれあいの場の確保及び町の案内
所機能を持ち合わせたスペースを創出する。

公
共
交
通
の
再
編
に
向
け
て

　

本
町
は
合
併
後
の
一
体
感
の
醸
成
と

中
心
市
街
地
の
活
性
化
及
び
観
光
振
興

に
結
び
つ
け
る
た
め
、「
新
温
泉
町
交

通
政
策
研
究
会
」
を
設
置
し
、
住
民
の

参
画
と
協
働
に
よ
り
町
内
全
域
を
対
象

と
し
た
公
共
交
通
体
系
の
見
直
し
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
公
共
交
通
の
再
編
案
に
つ
い

て
、
３
月
末
を
目
標
に
「
町
交
通
政
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
と
り
ま
と
め

る
べ
く
、
同
研
究
会
を
月
１
回
の
ペ
ー

ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
去
る
12
月
13

日
（
木
）
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
生

活
の
中
で
ど
の
よ
う
な
交
通
手
段
を
利

用
し
、
ま
た
、
公
共
交
通
の
利
用
に
ど

の
よ
う
な
意
向
を
も
っ
て
い
る
の
か
を

把
握
す
る
た
め
、全
世
帯
を
対
象
に「
新

温
泉
町
生
活
交
通
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
同
研
究
会
で
の
議

論
を
踏
ま
え
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

中
で
、
財
政
負
担
を
少
な
く
し
て
最
低

限
の
生
活
交
通
を
確
保
す
る
と
い
う
観

点
と
、
合
併
後
の
町
内
の
拠
点
施
設
と

リ
ン
ク
し
た
公
共
交
通
の
提
供
に
よ
り

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
で
あ
る

「
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と

温
も
り
の
郷
」
を
実
現
す
る
と
い
っ
た

観
点
を
も
っ
て
公
共
交
通
の
再
編
及
び

公
共
交
通
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４
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障
が
い
別
の
事
項

▼
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
か
ら

・
点
字
を
使
え
る
と
は
限
ら
な
い
。

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
音
声
案
内
が
無
け

れ
ば
、
止
ま
っ
た
時
に
何
階
な
の
か

わ
か
ら
な
い
。

・
視
覚
障
が
い
に
は
、
ま
っ
た
く
も
し

く
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い｢

全
盲｣

と
見
え
づ
ら
い｢

弱
視｣
が
あ
り
、

｢

弱
視｣

の
見
え
づ
ら
さ
も
多
様
で

あ
る
。

・
ト
イ
レ
が
男
性
用
か
女
性
用
か
わ
か

ら
な
い
。

・
視
覚
障
が
い
は
情
報
障
害
で
あ
り
、

｢

見
え
な
い
か
ら
で
き
な
い｣

こ
と

よ
り｢

見
え
な
い
た
め
に
教
え
て
も

ら
え
な
い
の
で
で
き
な
い｣

こ
と
が

多
い
。

障
が
い
の
あ
る
当
事
者
か
ら
の

　

メ
ッ
セ
ー
ジ（
知
っ
て
欲
し
い
こ
と
）

共
通
事
項

・
外
見
で
わ
か
る
も
の
だ
け
が
障
が
い

で
は
な
く
、
外
見
で
は
わ
か
ら
な
い

た
め
に
理
解
さ
れ
ず
に
苦
し
ん
で
い

る
障
が
い
も
あ
る
。

・
障
が
い
の
種
類
も
程
度
も
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、
一
律
で
は
な
い
。

・
障
が
い
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
身

近
な
も
の
。

・
障
が
い
が
あ
っ
て
も
普
通
の
生
活
を

し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

・
障
が
い
が
重
度
で
も
生
き
が
い
や
役

割
を
持
つ
こ
と
で
、
い
き
い
き
生
活

で
き
る
。

・
目
が
悪
く
な
れ
ば
眼
鏡
を
か
け
る
よ

う
に
、
不
自
由
さ
を
補
う
道
具
や
援

助
が
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
は
多
い
。

「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
」
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

な
く
そ
う
差
別　

守
ろ
う
人
権　

み
ん
な
の
21
世
紀

　

一
言
で
「
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
人
」
と
言
っ
て
も
、
障
が
い
の
内
容
や
程
度
・

状
態
は
、
そ
の
人
そ
の
人
に
よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
障
が
い
を
も
っ

て
い
る
人
た
ち
が
知
っ
て
欲
し
い
こ
と
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。【
内
閣
府
意
見
募
集

（
平
成
16
年
12
月
）
結
果
よ
り
】

▼
聴
覚･

言
語
障
が
い
の

　
　
　
　
　
　
　

あ
る
人
た
ち
か
ら

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
点

に
つ
ら
さ
が
あ
る
。

・
音
声
で
の
情
報
が
理
解
で
き
ず
、
ア

ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
。

・
聴
覚
障
が
い
に
は
、
ま
っ
た
く
聞
こ

え
な
い
者
も
い
れ
ば
、
聞
こ
え
づ
ら

い
者
も
い
る
。

・
手
話
を
使
え
る
と
は
限
ら
ず
、
中
途

失
聴
者
の
多
く
は
手
話
が
で
き
な
い
。

・
中
途
失
聴
者
の
場
合
は
、
聞
こ
え
な

く
て
も
話
せ
る
者
が
多
く
、「
あ
い

さ
つ
を
し
た
の
に
無
視
さ
れ
た
」
な

ど
と
誤
解
さ
れ
が
ち
。

▼
肢
体
不
自
由
の
あ
る
人
た
ち
か
ら

・
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
と
、ち
ょ
っ

と
し
た
段
差
や
障
害
物
が
あ
る
と
前

に
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

白馬公園落石防止工事 清富
落石防護網工　Ａ＝556㎡
植生工　　   Ａ＝ 594㎡
防護柵工　  Ｌ＝ 131 ｍ

13,440,000 平成 19年 11月 22日～　平成 20年 3月 30日 ㈱田中建設

クリーンセンター
集じん器等設備修
繕工事

田井

集じん器減速機修繕工
集じん器ロータリーバルブ取替工
消石灰ブロワー等取替工　
１号炉灰出しコンベアー
チェーン取替工

5,880,000 平成 19年 11月 30日～　平成 19年 12月 28日 虹技㈱

町道福富落合線
道路改良工事 福富

道路改良工
Ｌ＝ 111 ｍ
Ｗ＝ 7ｍ

13,440,000 平成 19年 12月 4日～　平成 20年 3月 25日 ㈱田中工業所

（平成 19 年 11 月 16 日～平成 19 年 12 月 15 日契約分）
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ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
誌
に

「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
ア
イ
デ
ア
（
意
見
、
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
隔
月
（
奇
数
月
）
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載

し
ま
す
。
将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降

に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への意見・提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

▼
内
部
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
か
ら

・
外
見
で
は
わ
か
ら
な
い
た
め
、
周
り

か
ら
は
理
解
さ
れ
に
く
い
。

・
障
害
の
あ
る
臓
器
（
心
臓
、
肺
な
ど
）

だ
け
に
支
障
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
に
伴
い
全
身
状
態
が
悪
く
、
毎

日
毎
日
疲
れ
が
取
れ
な
い
疲
労
感
に

浸
か
っ
た
状
態
で
、
集
中
力
や
根
気

に
欠
け
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
場
合
も

少
な
く
な
い
。

▼
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
か
ら

・
抽
象
的
な
概
念
が
理
解
し
に
く
い
。

・
自
分
の
意
思
を
表
現
し
た
り
、
質
問

し
た
り
す
る
こ
と
が
苦
手
。

・
理
解
し
た
り
判
断
す
る
こ
と
が
苦
手
。

・
何
も
で
き
な
い
人
で
は
な
く
、
的
確

な
サ
ポ
ー
ト
が
な
い
た
め
に
で
き
な

い
で
い
る
だ
け
。

▼
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
か
ら

・
病
気
の
苦
し
み
も
強
い
が
、
収
入
も

少
な
く
生
活
上
の
苦
し
み
も
強
い
。

・
精
神
障
が
い
と
わ
か
る
不
利
な
扱
い

を
受
け
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
精
神

障
が
い
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
た
く

な
い
者
も
多
い
。

・
精
神
疾
患
に
罹
患
す
る
人
は
決
し
て

少
な
く
な
く
、大
変
身
近
な
病
気
だ
。

・
外
見
で
は
わ
か
ら
な
い
者
も
い
る
た

め
、
周
り
か
ら
な
ぜ
働
い
て
い
な
い

か
な
ど
理
解
さ
れ
に
く
い
。

▼
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
か
ら

・
全
国
に
６
・
３
％
い
る
と
言
わ
れ
な

が
ら
十
分
な
理
解
と
支
援
を
な
か

な
か
受
け
ら
れ
て
い
な
い
Ｌ
Ｄ
（
学

習
障
が
い
）、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠

陥
／
多
動
性
障
が
い
）、
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
、
高
機
能
自
閉
症
な
ど
の
軽
度

発
達
障
が
い
者
が
存
在
し
て
い
る
。

・
外
見
で
は
わ
か
り
に
く
い
障
が
い
の

た
め
、｢

態
度
が
悪
い｣

｢

親
の
し
つ

け
が
悪
い｣

な
ど
と
批
判
さ
れ
や
す

い
。

・
人
の
表
情
・
態
度
や
裏
表
が
読
み

取
れ
ず
、
的
確
な
状
況
判
断
が
で

き
な
い
。

・
普
通
の
人
の
よ
う
に
や
ら
な
く
て

は
と
思
い
つ
つ
も
、
そ
う
で
き
な

い
こ
と
に
苦
し
ん
で
い
る
。

ぜ
ひ
人
権
学
習
を
お
願
い
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を

　

提
出
し
ま
し
ょ
う

　

今
年
は
、
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に

よ
り
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
申
請
書

用
紙
を
各
農
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布

し
、
と
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
の
で
、
１
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
農

会
長
さ
ん
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
の
提
出
が
な
い
と
、
農
業
委
員
の

選
挙
に
投
票
す
る
こ
と
も
、
立
候
補
す

る
こ
と
も
、
リ
コ
ー
ル
も
出
来
な
く
な

り
ま
す
。

▼
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
条
件

　

１
月
１
日
現
在
、
新
温
泉
町
に
住
所

を
有
す
る
満
20
歳
以
上
の
方
（
３
月
31

日
ま
で
に
満
20
歳
に
な
る
方
も
含
む
）

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

方
（
農
業
経
営
主
）。

※
耕
作
面
積
は
、実
際
に
農
地
と
し
て
、

所
有
権
・
賃
借
権
・
使
用
貸
借
権
に

基
づ
い
て
肥
培
管
理
し
て
い
る
面
積

を
い
い
ま
す
。（
賃
借
権
・
使
用
貸

借
権
の
設
定
に
つ
い
て
農
業
委
員
会

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
各
農
家
の
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
を

記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
資
格
を
審
査
し
た
上
で
３
月
31
日
で
確
定

し
、
１
年
間
据
え
置
か
れ
ま
す
。

の
許
可
が
無
い
場
合
は
、
農
地
法

違
反
に
な
り
、
耕
作
面
積
か
ら
除

外
さ
れ
ま
す
）

②
農
業
経
営
主
と
同
居
の
親
族
ま
た

は
配
偶
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農

作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
。

③
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
又

は
株
主
で
、
年
間
60
日
以
上
耕
作
に

従
事
し
て
い
る
方
。

　

農
業
委
員
の
選
挙
権
を
有
意
義
に
行

使
す
る
た
め
、
１
月
10
日
ま
で
に
申
請

書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

6 6 9 6 79  2県
教
育
長
よ
り
感
謝
状

▼
西
村　

清
野
さ
ん

　

昭
和
60
年
の
浜
坂
町
青
い
鳥
学
級
開

設
当
初
か
ら
20
年
以
上
に
わ
た
り
「
町

青
い
鳥
学
級
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
中
心
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
、
学
級
生
の
交

流
の
場
づ
く
り
を
積
極
的
に
行
い
、
学

級
生
の
豊
か
な
心
、
そ
し
て
生
活
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
尽
力
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

　

11
月
18
日
（
日
）
姫
路
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、「
第
33
回
身
体
障
害

者
社
会
学
級
生
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、
兵
庫
県
教
育
長
よ
り
西
村
清
野
さ
ん
（
浜

坂
在
住
）
に
「
身
体
障
害
者
社
会
学
級
功
労
者
感
謝
状
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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表
１
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と
お
り
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す
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税
源
移
譲
に
よ
っ
て
所
得
税
・
住
民
税
が
変
わ
り
ま
し
た 

　

身
近
で
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
住

民
税
）
へ
の
「
税
源
移
譲
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、ほ
と
ん
ど
の
方
は
、

平
成
19
年
１
月
か
ら
所
得
税
が
減
り
、
そ
の
分
６
月
か
ら
住
民
税
が
増
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
税
源
の
移
し
替
え
な
の
で
、「
所
得
税
＋
住
民
税
」
の
税
負
担
は
基

本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン 

控
除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方

◇
申
告
期
限　

平
成
20
年
３
月
17
日
ま
で

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が
減
額

と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
平
成

18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額

が
あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
住
民
税

(

所
得
割)

か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
か
ら
控
除
し

き
れ
な
い
額
が
発
生
し
た
場
合
、
平
成

20
年
３
月
17
日
ま
で
に
、
平
成
20
年
１

月
１
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
へ

「
市
町
村
民
税
道
府
県
民
税　

住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
先

　

平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
お
住
ま
い

の
市
区
町
村

　

※
他
の
市
区
町
村
へ
転
居
さ
れ
た
方

　

は
、
申
告
先
を
お
間
違
え
に
な
ら

　

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

◇
平
成
19
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
や

海
外
へ
転
出
さ
れ
て
平
成
20
年
１
月

１
日
現
在
国
内
に
居
住
さ
れ
て
い
な

い
方
に
は
、
こ
の
経
過
措
置
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
こ
の
経
過
措
置
の
対
象
と
な
る
方

は
、
住
民
税
と
所
得
税
の
人
的
控
除

（
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎

控
除
な
ど
）
額
の
差
の
合
計
額
が
、

平
成
20
年
度
の
住
民
税
の
合
計
課
税

所
得
金
額
（
課
税
長
期
譲
渡
所
得
等

の
金
額
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の

金
額
を
合
計
し
た
金
額
）
以
上
に
な

る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

住
民
税
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３

　

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ
て 

所
得
税
が
課
さ
れ
な
く
な
っ
た
方

◇
申
告
期
間　

平
成
20
年
７
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

31
日
ま
で

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率
の
変

更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
の
影
響
は
受

け
ず
、
住
民
税
率
の
変
更
に
よ
る
税
負

担
の
増
加
の
影
響
の
み
を
受
け
る
方
に

つ
い
て
は
、
既
に
納
付
済
の
平
成
19
年

度
分
の
住
民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に

よ
り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当
額
を

還
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
所
得
変
動
に
伴
う
住
民
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

【表１】

住民税の住宅ローン控除の適用
を受ける方

住宅借入金等特別税額控除
申告書の提出方法

所得税の確定申告をされない方 源泉徴収票を添付して
　市区町村へ提出

所得税の確定申告をされる方 所得税の確定申告書ととも
に税務署へ提出

申告が
必要です！

申告が
必要です！
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指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
平
成
15
年
９
月
に
施
行
さ
れ
た
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、「
公
の
施
設
」
の
管
理
に
つ
い
て
、
民
間
の
能
力
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
効
果
的
・
効
率

的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
新
た
な
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
従
来
の
委
託
管
理
と
は
異
な
り
、
地
方
公
共
団
体
の
出
資
法
人
や

公
共
的
団
体
等
に
限
ら
ず
、
民
間
事
業
者
も
議
会
の
議
決
を
経
て
「
公
の
施
設
」
の

管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

「
指
定
管
理
者
」
を
募
集
し
ま
す

１　施設の概要
名　称 八田コミュニティセンター
所在地 新温泉町千谷字向垣 850 番地

施設内容

構造：鉄骨平屋建て、延床面積：461㎡
展示室【おもしろ昆虫化石館】、休憩・談話室、研修
室２室、学習室、事務室、エントランスホール、湯
沸し室、トイレ等

付帯施設 駐車場、多目的広場、倉庫１棟

施設の
目　的

新温泉町の自然や歴史の特性を活かし、交流を通し
た地域開発意識を高める場を提供するとともに、地
域の活性化を図る

休館日 ・毎週月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）
・年末年始（12月 29日～ 1月 3日）

開館時間

・展示室【おもしろ昆虫化石館】
　午前 9時～午後 5時
・研修室、学習室
　午前 9時～午後 9時

２　指定期間

期　間 平成20年4月1日から平成25年3月31日まで（５年間）

３　指定管理者が行う業務の範囲

内　容

（１）施設の利用の許可に関する業務
（２）施設及び設備の維持管理に関する業務
（３）利用料の取扱いに関する業務
（４）施設の目的を達成するために必要な業務
（５）前４号に掲げるもののほか、施設の管理上
　　  必要な業務

4　募集要項の配布日程等
募集要項の配布 平成 19年 12月 27日（木）～

　平成 20年 2月 1日（金）

質問書の受付 平成 20年 1月 11日（金）～
　平成 20年 1 月 22 日（火）

申請書の受付 平成 20年 1月 15日（火）～
　平成 20年 2月 1日（金）

※募集要項と提出書類の様式は町ホームページからも入手
　できます。
　ホームページ　http://www.town.shinonsen.hyogo.jp
　　「八田コミュニティセンター指定管理者募集について」

5　公募及び現地説明会について
と　き 平成 20年 1月 11日（金）　午後 2時～
ところ 八田コミュニティセンター
その他 参加申込みは事前にご連絡下さい。各団体３名以内

6　応募資格

要　件

・法人その他の団体（以下「団体等」という）で、指定期間中、安全かつ円滑に対象施設の
   管理運営を行うことができる者
・新温泉町に主たる事務所を有する団体等であること
・複数の団体により構成されるグループによる申請も可。その場合共同事業体を組織し、代表
  となる団体を決定のこと

八田コミュニティセンター外観
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▼
申
し
込
み
方
法

　

次
の
書
類
に
記
入
の
う
え
、
教
育
委

員
会
分
室
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
指
定
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
当
該
団
体
の
組
織
及
び
財
務
の
状
況

の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

③
指
定
施
設
の
管
理
に
係
る
事
業
計
画

書
（
様
式
第
２
号
）

④
指
定
施
設
の
管
理
に
関
す
る
業
務
の

収
支
予
算
書
（
様
式
第
３
号
）

⑤
そ
の
他
町
が
必
要
と
認
め
る
場
合

は
、
追
加
書
類
の
提
出
を
求
め
る
場

合
が
あ
り
ま
す

　
▼
指
定
管
理
者
の
選
定

　

提
出
さ
れ
た
書
類
等
に
よ
り
、
書
類

審
査
、
必
要
に
応
じ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
審

査
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
実
施
し
、

指
定
管
理
者
の
候
補
と
な
る
団
体
を
決

定
し
ま
す
。
そ
の
後
、
町
議
会
の
議
決

を
も
っ
て
「
指
定
管
理
者
」
に
指
定
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
分
室

　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

平
成

19
年
度

　
　

兵
庫
県
農
業
賞
・
林
業
賞
・
水
産
賞
表
彰
式

　

農
林
水
産
業
の
経
営
・
技
術
に
優
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
多
年
に
わ
た
り
兵
庫

県
の
農
林
水
産
業
の
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
者
ま
た
は
団
体
に
対

し
て
贈
ら
れ
る
兵
庫
県
農
業
賞
・
林
業
賞
・
水
産
賞
の
表
彰
式
が
、
12
月
６
日
（
木
）

兵
庫
県
公
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
温
泉
町
内
で
は
中
村
優
氏
が
林
業
賞
、
有
限

会
社
釜
屋
大
敷
が
水
産
賞
を
受
賞
し
、
井
戸
知
事
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

◆
受
賞
者
の
皆
さ
ん　

　

写
真
右
か
ら
有
限
会
社
釜
屋
大
敷
の

西
岡
亀
男
さ
ん
、濱
上
政
美
さ
ん（
代

表
取
締
役
）、
中
村
優
さ
ん
、
奥
様

の
ふ
み
子
さ
ん

兵
庫
県
水
産
賞 

　
　
　

有
限
会
社
釜
屋
大
敷

『
大
敷
網
の
発
展
と

　
　
　
　

地
域
水
産
業
の
振
興
』

　

昭
和
34
年
か
ら
半
世
紀
近
く
に
わ
た

り
大
敷
網
の
（
定
置
網
）
を
営
み
、
網

の
改
良
や
省
力
化
機
器
の
導
入
な
ど

様
々
な
技
術
改
良
に
取
り
組
む
と
と
も

に
但
馬
地
域
の
他
の
定
置
網
業
者
に
も

そ
の
技
術
を
広
げ
る
な
ど
、
定
置
網
漁

業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
置
網
漁
業
で
は
困
難
と
さ

れ
て
き
た
「
活
け
じ
め
」
技
術
を
導
入

し
、
漁
獲
物
の
品
質
と
魚
価
の
向
上
に

努
め
、
地
域
水
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

兵
庫
県
林
業
賞 

　
　
　
　
　
　

中
村
優
さ
ん

『
針
広
混
交
林
整
備
の
実
践
と

　
　

優
良
広
葉
樹
苗
木
の
生
産
』

　

但
馬
ケ
ヤ
キ
の
復
活
を
目
指
し
て
、

県
下
で
い
ち
早
く
広
葉
樹
の
植
栽
に
取

り
組
み
、
高
密
度
路
網
と
広
葉
樹
造
林

に
よ
る
針
広
混
交
林
整
備
を
行
い
、
地

域
林
業
の
模
範
と
な
る
林
業
経
営
を
実

践
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
ら
率
先
し
て

広
葉
樹
苗
木
生
産
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
生
産
者
の
技
術
指

導
及
び
そ
の
人
材
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
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あ
な
た
も
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　

Ｎ
Ｏ
！　

レ
ジ
袋

▼
取
組
内
容

　

協
力
小
売
店
で
買
物
の
際
、
町
配
布

の
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
持
参
し
た
消
費

者
が
レ
ジ
袋
を
断
っ
た
場
合
、
レ
ジ
袋

１
枚
に
つ
き
、
ス
タ
ン
プ
１
個
を
押
し

て
も
ら
い
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が
30
個
貯

ま
っ
た
ら
役
場
町
民
課
ま
た
は
温
泉
総

合
支
所
住
民
福
祉
課
で
町
指
定
ご
み
袋

（
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
用
）
２
枚
と

交
換
し
ま
す
。

▼
実
績

　

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
、
12
月
10
日
現
在
で
、
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
回
収
枚
数

　

３
３
２
枚

◇
削
減
し
た
レ
ジ
袋
枚
数

　

９
９
６
０
枚

　

現
在
、
環
境
問
題
へ
の
身
近
な
取
り
組
み
と
し
て
、
７
月
か
ら
12
月
末
日
（
期
間

限
定
）
の
間
、
全
国
規
模
で
「
レ
ジ
袋
減
ら
し
隊
」
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
も
、
事
業
所
、
消
費
者
、
行
政
の
連
携
の
も
と
、
燃
え
る
ご
み
の
減
量
、

ま
た
、
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
（
資
源
ご
み
）
の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
と
し
て
レ
ジ
袋

削
減
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
平
成
20
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
も
実

施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
用
ご
み
袋

　

10
枚
３
０
０
円
（
１
枚
30
円
）
で
、

町
内
の
指
定
ご
み
袋
取
扱
い
店
舗
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
各
地
区
で
月
に
１
回

収
集
日
が
あ
り
、
下
表
１
の
と
お
り
ご

み
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
出
さ
れ

た
も
の
は
焼
却
せ
ず
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
等

に
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

お
買
い
物
は
マ
イ
・
バ
ッ
グ
を
持
参
し
ま
し
ょ
う

【表１】その他紙製容器包装用指定袋に入れて出せるもの
区　分 対　　象　　物 出すときに注意すること

マークのついて
いるもの

　　　　　紙マークがついて
　　　　　いるもの

酒パック、ジュースパックのキャップ、中栓、外装フィ
ルムは取り除いてください。（紙パックで内側にアル
ミが貼ってあるものは燃えるゴミへ出してください）

包装紙 デパートや小売店の包装紙 ビニールコーティングしたものは出せません。粘着
テープは取り除いてください。

紙　袋 デパートや小売店の紙袋
ビニールコーティングしたものは出せません。取っ
手が紙以外のものまたは、粘着テープは取り除いて
ください。

箱容器

菓子の箱、おもちゃの箱、たばこ
の箱、ティッシュの箱、ラップの箱、
酒や贈答品の化粧箱、化粧品の箱
など

紙以外のビニール等はすべて取り除いてください。

紙コップ、紙筒
など

インスタントコーヒーなど飲み物
用の紙コップ、ポテトチップスな
どの円柱型紙筒など

使用済み紙コップは中を洗ってから出してください。

紙のふた カップめんの紙製ふたなど ふたなど汚れているものは、洗ってから出してくだ
さい。

台　紙 ワイシャツなど衣料品の台紙など ―
（注）紙でできていても、次のようにそのものが商品の場合は、その他紙製容器包装の対象になりません
　　 ので、入れないでください。
▼その他紙製容器包装用指定袋で出せないもの
ポスター、封筒、ハガキ、ティッシュペーパー、書類、カタログ、トイレットペーパーの芯、説明書、新
聞、雑誌、ダンボール、チラシなど
※新聞、雑誌、段ボールは地域の資源ごみ回収へ出してください。
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全
国
規
模
の
運
動
は
終
了
し
ま
す

が
、
引
き
続
き
、
平
成
20
年
１
月
１
日

～
12
月
31
日
ま
で
１
年
間
、
町
独
自
で

運
動
を
進
め
ま
す
。
協
力
事
業
所
、
消

費
者
の
皆
様
ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

―問い合わせ―
町民課　生活環境係

　℡（０７９６）82‐５６２１
温泉総合支所　住民福祉課

　℡（０７９６）92‐１１３１

NO ！レジ袋協力店舗一覧（平成 19 年 12 月 18 日現在）【順不同】
地区 店　舗　名 地区 店　舗　名 地区 店　舗　名

井土 ㈱ニシムラ百貨店

浜坂

だいこくや

浜坂

いわた園芸
㈲松元商店・ファミリーマート たはら食料品店 ベニヤ

熊谷 中村商店 ㈱ナカケー白川店 下田精肉店
伊角 丸毛商店 青地酒店 下田タンス店

歌長 岩本鮮魚 フミヤ商店 もりた洋品店
Ｙショップにしむら フェイシャルエステサロン　モペット ナカイ靴店

切畑 倉田商店 ㈲米田茶店 靴のシモガイ
丹土 フレンドショップ あたご 下田金物店 ㈲ゆかや
中辻 西澤商店 高山カメラ店 小玉時計店
桐岡 ショップはせさか ホソミ衣料店 下雅意時計店

湯

ユアシセイドウ タマガワ ハクヤ マロニエ浜坂店
㈲きたよねや 井上茶店

芦屋

ファミリーストア みちもり
㈲田淵金物店 オリーブ化粧品店 乙野たばこ店
タブチ玩具店 浜田精肉店 ㈱マル海　渡辺水産
㈱カドミセ 岡部酒店（浜坂） ㈲三重水産
森田呉服店 松田食料品店 ㈱隆栄水産
岡田茶店 くすだ薬局 ㈲オトノ商店
岡田薬局 西浦商店 三尾 中村商店
三さん食品センター 塩川たばこ店

二日市
デイリーストア ステップ

きくや酒店 川夏酒店 フレッシュマート みやわき
藤川刃物店 坂田商店 山川商店
野田屋商店 宇野写真館

三谷

コーナンホームストック浜坂店
丸善商店 林本菓子店 ㈱トヨダ浜坂店
橋本菓子舗 ナカシマデンキ 浜坂フォトセンター
松岡鮮魚店 ㈲中本電気商会 ㈲山米
㈲ミートショップ 肉のキタムラ ビーンズキッチン おかもと 本家かまどや浜坂店
㈲フードショップ あさの 住田屋商店 ㈲ニシムラパワーズ
にしきや履物店 ㈲谷村洋服店 戸田 ゴダイドラッグ浜坂店
ニシムラでんき D-RIDE ㈲新杵 七釜 ローソン新温泉七釜店
北村履物店 ㈲イヴ 久斗山 大阪屋商店
照来屋商会 つるや洋装店

諸寄

田脇食料品店
㈲但馬ビーフ はまだ ルミエール カワゴエ 岡部酒店（諸寄）
中川酒店 米田書店 諸寄米穀澤田商店
坂本写真館 松村カメラ店 フレッシュフード うらき

細田 ＪＡたじま 温泉肉の店 松岡月見堂 大谷屋商店
いなば酒販細田店 ㈲いまき ㈲まるや薬局

竹田 ㈱ナカケー湯村店 宇野鮮魚店 川戸商店
いなば酒販竹田店 高島屋

居組
西垣商店

飯野 中井商店 中山衣料店 西岡食料品店
鐘尾 竹中酒店 泉屋菓子店 西谷商店
千谷 西脇一心堂 ㈲下田鮮魚店
田中 馬場熊商店 ファミリーショップ マツシタ
岸田 山村商店 オレンジ薬局
浜坂 ㈱ホームセンターハンド 平田薬局

Ｎｏ！レジ袋　ポイントカード
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加藤文太郎
記念図書館

　

「1月のおすすめの本」
ご案内

錏
あ

娥
が

哢
る
奼
た

　花村萬月著／集英社
　忍者の世界、裏伊賀に生まれた娘〈錏
娥哢奼〉。誰の心をも捉えずにはおかない
超越した美貌の錏娥哢奼は、島原の乱の
真実、徳川家康の正体に迫り、やがて忍者
世界を揺るがす戦いに挑む。山田風太郎
を彷彿とさせる「平成の忍者小説」決定版。

トットちゃんとカマタ先生のずっとやくそく
　黒柳徹子・鎌田實著／ソフトバンククリエイティブ
　常に弱い者の味方でありつづける鎌田
医師。ユニセフ大使として世界中の子ど
も達のために飛びまわるトットちゃん。そ
んな二人が語り合ったこと…。「子どもや
家族の幸せについて」、「人間にとって何
が大事なのか」、「いのちと平和について」。
生きることのすばらしさを感じて下さい。

知ってるようで知らない日本の作法
森荷葉＆ことば探偵団著／幻冬舎

　日本には彩り豊かな四季があり、忘れ
られつつある美しい作法と行事があり
ます。神棚の方角やお札に関すること、
お箸の使い方などの食事の作法、座布
団にまつわる作法など「知っているよ
うで知らない」身近な作法をわかりや
すく紹介。楽しみながら日本を再発見。

マリと子犬の物語
ひろはたえりこ文／汐文社

　新潟県の山古志村で育った亮太と彩は
一匹の子犬と出会う。マリという名前がつ
けられた子犬はやがて母親になり三匹の
子犬が生まれる。そんなある日、山古志
村を恐ろしい地震が襲い、マリと三匹の
子犬は取り残されてしまう…。命の尊さと
心のつながりがあたたかく描かれた物語。

もったいないことしてないかい？
真珠まりこ作／講談社

　「もったいないことしてないかい？」
遊びの中にも生活の中にももったいな
いことがいっぱい。シリーズ第３弾で
は、心配り一つで生活が豊かになる工
夫や季節の楽しみ方がいっぱい。もっ
たいないばあさんの愛がつまってます。

  

おはなし会　　 　　        　      
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『こよみともだち』他
◆と 　き　1月12日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館
※1月26日（土）のおはなし会は蔵書
　点検のため中止します。

移動図書館車巡回日の変更                    
◇第１水曜日（居組方面）
　1月 2日→ 1月 9日
◇第 2 水曜日（久斗山方面）
　1月 9日→ 1月 16日
◇第 3 水曜日（用土方面）
　1月 16日→ 1月 21日
◇第 4 水曜日（三尾方面）
　1月 23日→１月 30日
◇第 4 水曜日（八田方面）
　1月 25日→１月 29日

１月の開館案内 　　        　      
１月２１日（月）～１月３１日（木）
の間、蔵書点検に伴い長期休館とな
るため、１月１５日（第3火曜日）は
開館します。ご利用ください。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（1月号） 18

1 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

は休館日

H20（2008）.1.1
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広報しんおんせん（1月号）

温泉地域移動図書館車の冬季巡回場所及び時間の変更

移
動
図
書
館
車 

「
さ
さ
ゆ
り
号
」
の
運
行
に
つ
い
て

　

１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
は
、
降
雪
な

ど
に
伴
っ
て
移
動
図
書
館
車
の
温
泉
地

域
巡
回
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
停
車
場
所
の
統
合
、
巡

回
順
路
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は
運

行
を
取
り
や
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
雪
、
風
な
ど
の
警
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
は
、
運
行
を
中
止
し
ま
す
）
運
行

を
取
り
や
め
る
場
合
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の

告
知
放
送
に
よ
っ
て
該
当
地
区
に
放
送

し
ま
す
。

※
温
泉
地
域
の
運
行
表（
１
月
～
３
月
）  

　

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆第 1 金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10:30 ～ 11:00 ―  ゆめっこランド
11:10 ～ 11:30 歌長・高山  歌長（公民館）
12:45 ～ 13:15 春来  春来（田中静夫宅）
13:40 ～ 14:10 細田 ･ 湯・数久谷  湯（夢千代館）
14:20 ～ 14:50 ―  温泉小学校
14:55 ～ 15:15 ―  湯（旧温泉総合支所）

◆第２金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10:00 ～ 10:15 飯野  飯野（公民館）
10:30 ～ 10:45 塩山  塩山（公民館）
11:00 ～ 11:15 中辻  中辻（公民館）
11:25 ～ 11:45 丹土  丹土（フレンドショップあたご付近）
13:00 ～ 13:30 ―  照来小学校
13:45 ～ 14:05 多子・切畑  多子（宮脇勝幸宅横広場）
14:20 ～ 14:35 桐岡  桐岡（照来診療所）

◆第３金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

12:50 ～ 13:20 熊谷  熊谷（熊谷小学校）
13:30 ～ 13:45 伊角  伊角（公民館）
14:00 ～ 14:15 今岡金屋  今岡金屋（公民館）
14:35 ～ 14:50 鐘尾  鐘尾（公民館）
15:00 ～ 15:15 千原・あさひヶ丘  千原（薬師堂付近）
15:25 ～ 15:40 竹田  竹田（公民館）
15:50 ～ 16:05 井土  井土（公民館）
16:10 ～ 16:25 ―  井土町営住宅

◆第４金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10:25 ～ 10:45 ―  八田小学校
11:00 ～ 11:20 青下 ･ 岸田 ･ 田中 ･ 霧滝  田中（旧農協田中支所前）
12:45 ～ 13:15 石橋・海上  石橋（奥八田小学校）
13:30 ～ 13:45 前  前（公民館）
14:00 ～ 14:20 千谷 ･ 宮脇 ･ 内山 ･ 越坂  八田コミュニティーセンター

移動図書館車「ささゆり号」
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広報しんおんせん（1月号）

まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 19年 12月 15日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215

ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180～ 300

㈲ラッキー美容院 美容技術一般、
アシスタント等 39以下 140～ 250

オザキ住建㈱ 営業 不問 238
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 160～ 195
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 120～ 150

㈲ＯＮＥ 携帯電話
販売員 29以下 130～ 200

㈲山米鮮魚 ホームページ作成 不問 130～ 180
㈱大上建設 土木施工管理技士 不問 250～ 300
丸瀬興業 土木作業員 不問 180～ 270
㈲山本工務店 型枠大工 不問 132～ 220
フジコン食品㈱ 計量・

包装作業員 不問 143～ 156

㈱北近畿クボタ 営業サービス 35以下 168～ 225
たじま農業共同組合 支店窓口業務 不問 129
㈲福田建機 整備士 不問 155～ 205
㈱新日本観光センター 事務 39以下 130～ 140

（温泉地域）

㈱朝野家
販売係

不問
140～ 150

営業係 145～ 155
客室係 225～ 260

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205～ 245

㈱御やどゆもと 客室係 不問 198
フロント係 150～ 200

㈱井筒屋
客室係

不問
231～ 256

フロント係 147～ 188
調理係 147～ 228

湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124
㈲八田屋 客室係 不問 188～ 226

㈱寿荘
フロント

不問
130～ 230

配膳係 180～ 250
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182～ 207

㈲山陰住設工業 営業 不問 110～ 300

㈲山村工務店 土木技術者
及び見習い 不問 160～ 250

㈱リフティング
ブレーン鳥取営業所 客室係 不問 176

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 不問 123～ 130

㈲寺谷建設 ダンプ運転手 不問 184～ 230

富士綜合警備保障㈱
機動パトロール
及び機械警備員 18 以上 140～ 170

警備員 18～ 64 132～ 187

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 700～ 850
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000

但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700～1,000

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400～ 2,500

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750～1,000
フロアースタッフ

㈱隆栄水産 ウエーター、
ウエートレス 不問 750～ 950

山陰道路㈱ ホール係 不問 700～ 800
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 900～1,200
㈲山米鮮魚 事務 不問 750～ 850
特定非営利活動法人にーず 看護師 不問 1,100

サイバーワールド 調理補助
及び接客 不問 700～ 900

㈱山陽フードサービス 調理員 不問 750～ 800
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790～2,180
㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820～1,000

（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋

配膳係

不問

800
布団敷き 800
客室係 1,300
車両係 800～ 850
料飲係 950～1,100

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200～ 1,300

㈱寿荘 客室係 不問 800～1,500
洗浄係 800～1,200

㈱とみや旅館

客室係

不問

1,000～ 1,300
配膳、洗浄係 750～ 800
オープンカフェ
スタッフ 750

㈲八田屋 客室係 不問 800～1,000
湯村クリーンサービス 美装業務 不問 800～ 850
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 1,200～ 1,400

㈱ナカケー レジ・接客業務 不問 800～ 950

㈱朝野家 ヒーリング
ルーム係 不問 800

富士綜合警備保障㈱
一般事務 不問 700～ 750
警備員 18以上 1,000
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
24―

　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
新
温
泉
町
農
業
委
員
会
長　

川
元　

勝
利

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご

繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
新
温
泉
町
農
業
委
員
会
活

動
へ
の
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
さ

て
、
近
年
全
国
的
に
農
業
を
取
り
巻
く

状
況
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
中
で
も
主
要
作
物
で
あ
る
米
の

底
知
れ
ぬ
値
下
が
り
に
は
大
変
憂
慮
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
か
ら
は
農
業
に
対
す
る
政
策
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
新

温
泉
町
の
よ
う
な
山
間
地
域
が
多
く
耕

地
面
積
の
少
な
い
地
域
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
、
大
規
模
農
家
を
対
象
と
し
た
政
策

が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
新
温
泉
町

に
お
い
て
は
少
数
の
方
で
は
あ
り
ま
す

が
、
将
来
を
見
据
え
た
農
業
経
営
に
鋭

意
努
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
町
で
は
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
の
減
少
が
進
み
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
耕
作
放
棄
地
や

遊
休
農
地
が
、
山
間
地
域
ば
か
り
で
な

く
、
ほ
場
整
備
を
し
た
優
良
農
地
ま
で

ど
ん
ど
ん
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
農
業
の

発
展
を
阻
害
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
悪
条
件
を
少
し
で
も

解
決
し
て
、
新
温
泉
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
振
興
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
耕
作
放
棄
地
等
の
解
決
策

の
一
例
と
し
て
農
地
の
集
積
化
、
集
落

営
農
組
合
の
立
ち
上
げ
等
に
よ
る
農
地

の
保
全
等
、
農
業
後
継
者
の
育
成
等
が

重
要
な
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
れ
を
と
っ
て
も
非
常
に
難
し
い
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
幸
い
に
し
て
新
温

泉
町
に
は
、
全
国
に
誇
れ
る
但
馬
牛
を

始
め
、す
ば
ら
し
い
産
物
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
活
か
し
た
特
産
品
づ
く

り
、
そ
し
て
地
産
地
消
の
拡
大
、
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
供
給
等
を
進
め
て
、

こ
れ
か
ら
先
の
農
業
が
健
全
運
営
で
き

る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
環
境
づ
く
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
農
業
委
員
会
も
精
一
杯
努
力
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
さ
ら
に
農

家
の
皆
様
の
ご
協
力
、
そ
し
て
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
、
さ
ら
に
、
行
政
の
強

力
な
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
新
温
泉
町

の
農
業
振
興
が
進
み
、
若
い
農
業
後
継

者
が
育
ち
、農
業
経
営
の
光
が
見
え
て
、

地
域
の
発
展
・
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
に
係

わ
る
農
地
の
権
利
移
動
・
転
用
・
形
状

変
更
・
農
地
集
積
等
の
審
議
、
さ
ら
に

農
地
に
関
す
る
相
談
等
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
農
地
に
関
す
る
こ
と
な
ど
は
、

近
く
の
農
業
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
農
業
委
員
会
一
同
、
皆
様
農

業
者
の
代
表
と
し
て
努
力
す
る
所
存
で

す
の
で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（1月号）

▼
作
り
方

①
白
菜
は
、
塩
ひ
と
つ
ま
み
を
加
え
た
熱

湯
に
、
軸
の
方
か
ら
入
れ
て
ゆ
で
、
し

ん
な
り
し
た
ら
手
早
く
ざ
る
に
上
げ
る
。

②
白
菜
の
軸
を
少
し
そ
い
で
平
ら
に
し
、
そ

ぎ
取
っ
た
も
の
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

③
ひ
き
肉
に
Ａ
と
②
の
み
じ
ん
切
り
を
加

え
、
よ
く
混
ぜ
て
８
等
分
に
す
る
。

④
①
の
白
菜
に
③
を
の
せ
て
し
っ
か
り
と

巻
き
、
Ｂ
を
煮
立
て
た
中
に
並
べ
て
15

分
位
煮
込
む
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

　
「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
ロ
ー
ル
白
菜

◆材料（４人分）
・白菜・・・・・・・8枚
・豚ひき肉・・・・300 ｇ
Ａ
・溶き卵・・・・大さじ 2
・ねぎみじん切り・・大さじ 1
・しょうが汁・・大さじ 1/2
・塩・・・・・・・・少々
・こしょう・・・・・少々
Ｂ
・コンソメスープ・・2カップ
・酒・・・・・・大さじ 3
・みりん・・・・大さじ 2
・酒・・・・・小さじ 1/2
・ロリエ・・・・・・2枚
・こしょう・・・・・少々

農業委員会長
川元　勝利
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　スポーツを通してたくましい身体と豊かな心を育て、
お互いの友情と親睦を深めることを目的に、12 月 16
日（日）、「第 26 回美方郡子ども会交歓卓球大会」（美
方郡子ども会育成連絡協議会主催）が健康公園体育館で
開催されました。
　競技は個人戦のみのトーナメント方式で、美方郡内の
四年生以上の小学生 171 人が学年男女別に対戦しまし
た。会場には選手の父母らが大勢訪れ、子どもたちは温
かい声援を受けながら白熱した試合を繰り広げました。

雪国ホームステイ
　日本の文化や生活習慣を体験するため、今年も 12月
14 日（金）～ 17 日（月）の４日間フィジーの南太平
洋大学から３名の学生が来町しました。
　この事業は新温泉町国際交流協会の取り組みで、本町
を訪れた３名は、新温泉町内の散策をしたり、各家庭で
のホームステイを通して、郷土料理や書道など日本文化
を学びました。学生の１人ナニさんは、「新温泉町は第
２の故郷です。この町の人や温泉が大好きです。ここで
過ごした４日間は決して忘れません」と語っていました。

アマチュアバンドライブ
　地元で活動しているアマチュアバンドに演奏の場を提
供し、日ごろの練習の成果を発表してもらおうと、12
月 16 日（日）夢ホールで、温泉公民館主催アマチュア
バンドライブ「ROCK・THE・FUTURE」を開催しました。
　この日、出場したバンドは８グループで、それぞれの
バンドがオリジナル曲や有名アーティストの曲などを熱
演し、ステージいっぱいにパフォーマンスを繰り広げま
した。観客もバンドメンバーからの問いかけに、拳を振
り上げるなどし、会場は熱気に満ちていました。

　12月 16日（日）上山高原ふるさと館で「木の実リー
スづくり」が行なわれました。
　木の実リースづくりの材料は、ドングリの実や松ぼっ
くり、茎にとげがあり赤い実を付けるサルトリイバラな
どを使います。クリスマスツリーやサンタクロースなど
のクリスマスグッズも添え、華やかなリースが出来上が
りました。今回の教室には町内外から、主婦や家族連れ
約 10人が参加し、講師の西川敏雄事務局長に指導を受
けながら色とりどりの作品を仕上げました。

木の実リースづくり

H20（2008）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

美方郡子ども会交歓卓球大会
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　　　　　　　　　　湯村家畜市場、最後のせり市

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（1月号）

ふれあい野球教室
　12月２日（日）、野球に対する心構えや基礎技術など
の向上を図り、野球への関心をより深めてもらおうと、
プロ野球・元広島東洋カープ投手の佐伯和司さんを講師
に迎えた「ふれあい野球教室」を浜坂山村広場グラウン
ドで開催しました。
　この教室は、小中学生約 100 人を対象に行ったもの
で、打撃や走塁などの練習を行った後、投手や捕手など
４部門に分かれて指導を受けました。佐伯さんは投手部
門を担当し、熱の入った指導を見せていました。

　12月１日（土）、但馬牛の本場として江戸時代から取
り引きが続けられてきた湯村家畜市場で、最後の子牛競
り市が行われ、150 年の歴史に幕を閉じました。
　畜産農家の高齢化などにより子牛の飼育数が減少し、
それに伴い、来年から養父市の但馬家畜市場に統合さ
れることになりました。この日のせりには県内外から約
150人の買い手が集まり、最後のにぎわいを見せました。

　ペットボトルのリサイクルを通じて資源の有効利用、
再資源化を呼びかけるとともに、駅前商店街の活性化を
図ろうと 12 月６日（木）、ＪＲ浜坂駅前で「ペットボ
トルツリーの点灯式」が行われました。
　このツリーは浜坂町商工会青年部が今年初めての取り
組みとして、町民から回収したペットボトル約 1200 本
を使って制作しました。点灯式では、高さ３㍍のツリー
をはじめ、大小 14個のツリーに明かりが灯り、周囲を
幻想的な光で包みました。

ペットボトルツリー点灯式

　満 100 歳を迎えた谷口秀治さん（対田）の長寿を祝
福するため 12月 10日（月）、馬場町長、中井社会福祉
協議会会長、すこやかクラブ連合会田中副会長らが谷口
さん宅を訪れ、銅版の祝い状、祝い品などを贈りました。
　この事業は、満 100 歳の誕生日を迎えられた方へ、
長寿のお祝いとして行っているもので、馬場町長は「こ
れからもかわりなく元気でお過ごし下さい」と銅版の祝
い状を手渡し、谷口さんは笑顔でうれしそうに受け取り
ました。

100歳を迎えた谷口秀治さん
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H20（2008）.1.1

ご
案
内

広報しんおんせん（1月号）

平
尾
じ
ん
＆
新
宮
勇
士
の
二
人
展 

　 

～
一
語
一
絵
～

　

豊
岡
市
在
住
で
詩
人
の
平
尾
じ
ん
さ

ん
と
京
都
府
舞
鶴
市
在
住
で
筆
ペ
ン

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
新
宮
勇
士
さ
ん
の
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
13
日
（
日
）
～

　

27
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

家
族
や
恋
愛
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
を
言
葉
に
表
現
し
た
平

尾
さ
ん
の
詩
と
、
出
会
っ
た
人
か
ら

感
じ
た
こ
と
や
平
尾
さ
ん
の
詩
を
筆

ペ
ン
で
絵
に
表
現
し
た
新
宮
さ
ん
の

ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
を
約
30
点
展
示

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
８
８
８

平
成
20
年
新
温
泉
町
成
人
式

　

平
成
20
年
「
新
温
泉
町
成
人
式
」
を

行
い
ま
す
。
新
成
人
の
皆
様
の
多
く
の

出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
13
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～　

※
受
付　

正
午
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催

　

新
温
泉
町
、
新
温
泉
町
教
育
委
員
会

▼
内
容

◇
記
念
行
事

　

・
恩
師
、
同
級
生
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

・
新
成
人
ふ
れ
あ
い
交
流
会

◇
記
念
写
真

◇
風
船
飛
ば
し

▼
対
象
者　

昭
和
62
年
４
月
２
日
～
昭

和
63
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
、

新
温
泉
町
に
住
所
を
有
す
る
人
。
ま

た
、
こ
れ
と
同
期
間
に
生
ま
れ
、
以

前
に
新
温
泉
町
に
住
民
登
録
を
し
て

い
た
人
で
、
新
温
泉
町
成
人
式
へ
の

参
加
を
希
望
す
る
人
（
但
し
、
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

新余部橋りょう着工企画 
服部敏明写真展「四季　余部鉄橋」

　公共交通としての鉄道を再認識していただきた
いとの思いから、服部敏明さん（京都市在住）が 3
年間に渡り撮影した余部鉄橋の写真を展示します。
◇と　き　１月４日（金）～ 30日（水）
◇ところ　浜坂先人記念館「以命亭」
◇主　催　新温泉町浜坂まちで公共交通を
　　　　　　　　　　　　　　　　考える育てる会
◇内　容　余部鉄橋の写真 30点を展示

―問い合わせ―
浜坂先人記念館「以命亭」

℡（０７９６）８２‐４４９０

新宮さんの作品

平成 19年度成人式の様子
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第
4
回
住
ま
い
の
相
談
会 

の
お
知
ら
せ

　

但
馬
長
寿
の
郷
で
は
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
方
に
限
ら
ず
「
住
む
人
に
合
わ

せ
た
住
宅
改
修
を
す
す
め
、
快
適
で
便

利
な
住
ま
い
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
た
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

新
築
や
改
築
な
ど
を
含
め
て
「
暮
ら

し
や
す
い
住
ま
い
」
を
お
考
え
の
方
か

ら
の
質
問
や
相
談
を
承
り
ま
す
。
多
数

の
方
々
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

▼
と
き　

1
月
27
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時　

▼
と
こ
ろ　

但
馬
長
寿
の
郷

　
　
　
　
　
　
　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容　

　

①
下
水
工
事
に
伴
う
ト
イ
レ
や
浴
室

　

な
ど
の
改
築

　

②
段
差
の
解
消
方
法

　

③
開
閉
し
や
す
い
ド
ア
へ
の
変
更

　

④
手
す
り
の
取
付
位
置

　

⑤
住
む
人
に
合
わ
せ
た
新
築
、
増
改

　

築
の
方
法

　

⑥
そ
の
他

▼
相
談
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
長
寿
の
郷　

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー　

　

℡
（
０
７
９
６
）
62
‐
８
４
５
６

広報しんおんせん（1月号）

H20（2008）.1.1

温
泉
公
民
館 

公
民
館
講
座
作
品
展

　

講
座
受
講
生
の
み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ

の
活
動
の
成
果
を
作
品
と
し
て
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

１
月
20
日（
日
）～
27
日（
日
） 

　

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
主
催　

温
泉
公
民
館

▼
内
容　

受
講
生
に
よ
る
書
道
、
短
歌
、

絵
画
、
絵
手
紙
な
ど
の
作
品
を
展
示

▼
問
い
合
わ
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

絵
本
に
親
し
む
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
絵
本
に

親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
25
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

子育てランド（1 月）
浜坂子育て支援センター

期　日 行事予定 場　　所
  4 日（金）おめでとうの会 サンシーホール浜坂
  7 日（月）祖父母と孫の日 浜坂保育所
  8 日（火）絵本読み聞かせ講座 加藤文太郎記念図書館
  9 日（水）0・1歳児グループ活動

サンシーホール浜坂10日（木）わくわくあそび（お正月のあそびはどんなの？）

11日（金）ツインズクラブわくわくあそび

15日（火）
インスパイリングエクササイズ
（お正月に食べすぎた方ちょっ
とスリムになりませんか？）

サンシーホール浜坂
※要予約

16日（水）2歳児グループ活動（クッキング）
サンシーホール浜坂
※要予約

17日（木）絵本大好きサークル活動 サンシーホール浜坂

18日（金）わくわくあそび（みんなでお正月あそびしよう！） 浜坂保育所

21日（月）手づくり絵本を作ろう（3歳児）サンシーホール浜坂22日（火）わくわくあそび

23日（水）冬の癒しふわふわ小物作り（材料費必要）
サンシーホール浜坂
※要予約

24日（木）
ふれあいわくわくあそび
（豆まきの準備しましょう）
※登録してない方も参加可 サンシーホール浜坂

25日（金）1月生まれの誕生日会（防災訓練もします）
28日（月）わくわくあそび 浜坂保育所
29日（火）ビーズ・手芸サークル活動 サンシーホール浜坂

30日（水）3歳児グループ活動（クッキング）
サンシーホール浜坂
※要予約

31日（木）わくわくあそび サンシーホール浜坂
―問い合わせ―

浜坂子育て支援センター　℡（0796）82 － 4152

ふれあいセンター「ゆめっこランド」子育て支援部
期　日 時　　間 行事予定
  4 日（金）

午前 9時～午後 3時 自由遊び  7 日（月）
  8 日（火）
  9 日（水）
10日（木）午前 9時～午後 3時 自由遊び・のびのびリズム
11日（金）午前 9時～午後 3時 自由遊び15日（火）
16日（水）午前 10時 30分～ 自由遊び・お話の会（紙ふうせん）
17日（木）午前 9時～午後 3時 自由遊び・のびのびリズム
18日（金）午前 9時～午後 3時 自由遊び21日（月）
22日（火）午前 9時 30分～正午ぐりとぐらの会
23日（水）午前 10時～ 11時 30分 うさぎグループ活動日

24日（木）午前 9時～午後 3時
ダンボグループ活動日、の
びのびリズム、木村先生子
育て相談日※要予約

25日（金）午前 10時～ 11時 30分くまのプーさんグループ活動日
28日（月）午前 9時～午後 3時 ハンドベルの会活動日
29日（火）午前 9時～午後 3時 自由遊び30日（水）
31日（木）午前 9時～午後 3時 自由遊び・のびのびリズム

―問い合わせ―
ふれあいセンター「ゆめっこランド」子育て支援部

℡（0796）92 － 1095
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I N F O R M A T I O N
H20（2008）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

年
末
特
別
警
戒
の
お
知
ら
せ

　

年
末
で
あ
わ
た
だ
し
い
中
、
お
宅
の

火
の
元
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
、
恐
ろ

し
い
火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

火
は
見
て
る　

 

　

あ
な
た
が
離
れ
る 

　
　
　
　
　

そ
の
時
を

▼
問
い
合
わ
せ

　

美
方
広
域
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
０
１
１
９

―
温
泉
町
夢
公
社―

 
臨
時
休
館
・
休
園
の
お
知
ら
せ

　

温
泉
町
夢
公
社
で
は
、
次
の
と
お
り

各
施
設
を
臨
時
休
館
・
休
園
し
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
施
設　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
、
レ

ス
ト
ラ
ン
楓
、
健
康
公
園
、
ロ
グ
ハ

ウ
ス
「
カ
ナ
ダ
」

▼
期
間　

１
月
8
日（
火
）～
10
日（
木
）

▼
そ
の
他　

１
月
２
日
（
水
）、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
の
町
民
優

待
、営
業
時
間
延
長
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

㈱
温
泉
町
夢
公
社

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
０
０
２

防
災
訓
練
及
び
「
１
・
17
は

忘
れ
な
い
」
地
域
防
災
訓
練

を
開
催
し
ま
す

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
、

町
民
が
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
将
来
の
災

害
へ
備
え
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協

力
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
浜
坂
地
域

に
お
い
て
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

浜
坂
北
小
学
校
を
避
難
所
と
す
る
町

内
会
（
自
主
防
災
組
織
）、
美
方
警
察

署
な
ど
の
町
内
関
係
機
関
や
自
衛
隊
、

関
西
電
力
等
の
町
外
関
係
機
関
の
参
加

を
い
た
だ
い
て
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
緊
急
車
両

の
走
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
訓

練
で
す
の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
19
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
北
小
学
校
体
育
館

　

及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
消
防
防
災
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

まちの子育てひろば
ひろば名 期日 場所 内容 申込期限 申込先

 赤崎まちの子育てひろば
1月  9日（木）

午前10時～
 赤崎へき地保育所  たのしいお話いっぱい 1月  7 日（月）

 赤崎へき地保育所

 ℡ 82 － 3678

 ままこみ
1月11日（金）

午前10時～
 浜坂保健センター  フリースペース 申し込み不要

 浜坂保健センター

 ℡ 82 － 4646

 浜坂まちの子育てひろば
1月16日（水）

午前10時～
 浜坂保育所  たのしく遊ぼう 1月 10日（木）

 浜坂保育所

 ℡ 82 － 1360

 いちごくらぶ
1月17日（木）

午前10時30分～
 文化会館  新年会 1月 15日（火）

 社会福祉協議会浜坂支部

 ℡ 82 － 1071

 大庭まちの子育てひろば
1月18日（金）

午前10時～
 大庭保育所  たのしく遊ぼう 1月 16日（水）

 大庭保育所

 ℡ 82 － 1239

 くれよんの会
1月24日（木）

午前10時～
 浜坂保健センター  新年会 申し込み不要

 浜坂保健センター

 ℡ 82 － 4646

 ままこみ
1月25日（金）

午前10時～
 浜坂保健センター  フリースペース 申し込み不要

 浜坂保健センター

 ℡ 82 － 4646

 諸寄まちの子育てひろば
1月28日（月）

午前10時～
 諸寄基幹集落センター  絵かるた大会で遊ぼう 申し込み不要

 明星保育園

 ℡ 82 － 4831

 居組まちの子育てひろば
1月29日（火）

午前10時～
 居組保育所  みんなで遊ぼう 1月 28日（月）

 居組保育所

 ℡ 82 － 4034

―問い合わせ―
福祉課　児童係　℡（0796）82 ‐ 5620

お
知
ら
せ
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七
釜
温
泉
ゆ
ー
ら
く
館 

新
春
お
年
玉
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

七
釜
温
泉
ゆ
ー
ら
く
館
で
は
、
新
春

特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
抽
選
で
無
料

入
浴
券
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

▼
期
間　

１
月
１
日（
火
）～
３
日（
木
）

▼
内
容　

三
角
く
じ
を
引
い
て
招
き
猫

が
出
た
ら
無
料
入
浴
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

▼
対
象　

２
歳
以
上
の
入
浴
者
全
員

▼
問
い
合
わ
せ

　

七
釜
温
泉
ゆ
ー
ら
く
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
83
‐
１
５
２
６

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館 

長
期
休
館
に
伴
う
貸
出
冊
数 

の
変
更
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
・
特
別
整
理
期
間
の
長
期

休
館
に
伴
い
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
よ

り
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
次
の
と
お

り
貸
出
冊
数
を
変
更
し
ま
す
。

▼
期
間　

平
成
19
年
12
月
15
日
（
土
）

　

～
平
成
20
年
１
月
20
日
（
日
）

▼
貸
出
冊
数　

10
冊
（
通
常
は
５
冊
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

第
２
回
但
馬
検
定
試
験

の
お
知
ら
せ

　

但
馬
検
定
は
、
但
馬
に
関
す
る
多
分

野
に
わ
た
る
知
識
を
習
得
し
、
但
馬

を
再
発
見
す
る
機
会
を
創
出
す
る
と
共

に
、
但
馬
通
、
但
馬
フ
ァ
ン
を
増
や
す

た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
試
験
日
時　

３
月
16
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
試
験
会
場　

　

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
他

▼
主
催　

　

㈶
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

▼
試
験
区
分　

２
級
、
３
級

▼
受
験
料　

１
０
０
０
円

▼
募
集
期
限　

２
月
15
日
（
金
）

▼
そ
の
他　

合
格
者
に
は
認
定
書
と
特

製
の
認
定
バ
ッ
ジ
を
贈
呈

▼
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
４
７

高齢者生きがい活動支援通所事業
―1月の予定―

浜坂地域 温泉地域
社会福祉協議会 特養ゆむら

ミニデイサービス 生きがいデイサービス 高齢者いきがい活動
  6日（日） 歌長

  7日（月）芦屋、高見、地堂、門陀、柱松、本町
  8日（火） 春来

  9日（水）用土、七釜、新市、栃谷、田君
10日（木） 岸田 内山、越坂
11日（金）二日市、福富、戸田、三谷
13日（日） 鐘尾
15日（火） 多子
16日（水）久斗山、境

17日（木） 中辻 湯1・2・4、
細田

19日（土）諸寄（静岡上・下、吉田、北町）、奥町
20日（日） 切畑
21日（月）三尾
22日（火） 塩山

23日（水）
旭町、泉町、京口、
老松、栄町、東町、
宇都野、八幡

24日（木） 飯野 伊角

25日（金）諸寄（本町、川中町、山根町）、釜屋
27日（日） 竹田

28日（月）藤尾、正法庵、辺地、高末、久谷
29日（火） 青下

30日（水）和田、赤崎、田井、指杭、清富
31日（木） 井土 千谷、千原

－問い合わせ－
新温泉町社会福祉協議会浜坂支部　℡（0796）82 － 1071
同　　　　　　　　　　温泉支部　℡（0796）92 － 1866
デイサービスセンターゆむら　　　℡（0796）92 － 2520

【広告】
湯村温泉病院　整形外科外来のお知らせ

　●問い合わせ　湯村温泉病院　℡（0796）92 ‐ 0351

西島　直城　医師 鈴木　玄一郎　医師

12 月 29 日（土）第 5土曜日 12月27日（木）第 4木曜日

  1 月   5 日（土）第 1土曜日   1月 10日（木）第 2木曜日

  1 月 19 日（土）第 3土曜日   1月 24日（木）第 4木曜日
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認
は
が
き
」
を
、
訂
正
が
あ
る
場
合
に

は
「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
を
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
住
所
変
更
の
届
出
が
お
済
み
で
な
い
方

　

住
所
変
更
の
届
出
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
大
切
な
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。住
所
の
変
更
・

訂
正
は
ご
自
身
に
よ
る
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
、

以
下
の
手
続
き
先
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者　

　

町
役
場
の
窓
口

◇
厚
生
年
金
加
入
者
・
国
民
年
金
第
３

号
被
保
険
者　

　

厚
生
年
金
加
入
者
の
方
の
お
勤
め
先

の
社
会
保
険
担
当
者
の
方

◇
年
金
受
給
者

　

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

▼
結
婚
等
で
名
字
が
変
わ
っ
た
方

　

結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
を
探

す
た
め
に
も
、
お
手
持
ち
の
古
い
年
金

手
帳
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
氏
名
変
更

の
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
変
更

の
届
出
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
３
１
９
６

H20（2008）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

の
一
つ
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
自
営
業
者
、
会
社
員
、

公
務
員
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
配
偶
者
や

学
生
も
加
入
者
と
な
り
、
基
礎
年
金
を

受
け
る
制
度
で
す
。

　

国
民
み
ん
な
に
よ
る
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。
自
分
の
意
思
や
個
人
年
金

の
加
入
の
有
無
に
関
係
な
く
、
20
歳
に

な
っ
た
ら
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

▼
届
け
出
は
お
早
め
に

　

学
生
や
自
営
業
な
ど
の
人
で
、
ま
だ

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な

い
人
は
、今
す
ぐ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
り
、
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
誰
に
で
も
、
支
給
さ
れ

る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
年
金
を

受
け
る
資
格
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
納
め
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
言
え
る
日
を
迎
え
る
た
め
、
若
い
こ
ろ
か
ら
の
着

実
な
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
３
種
類
の
国
民
年
金
の
加
入
者

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
職
業
な
ど
に

よ
り
3
種
類
に
分
か
れ
、
手
続
き
や
保

険
料
の
納
め
方
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

◇
第
1
号
被
保
険
者

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
自
営
業
者
、
農
林
漁
業
者

と
そ
の
配
偶
者
及
び
学
生
な
ど
の
人
。

◇
第
2
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
保
険
（
会
社
員
）
や
共
済

組
合
（
公
務
員
）
に
加
入
し
て
い
る
人
。

◇
第
3
号
被
保
険
者

　

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者
。

▼
加
入
は
20
歳
か
ら

　

20
歳
に
な
る
と
成
人
し
て
社
会
の
中

で
も
多
く
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
義
務
や
責

任
も
生
じ
て
き
ま
す
。
国
民
年
金
も
そ

20
歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

～
あ
な
た
の
年
金
記
録
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
～

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を

お
送
り
し
ま
す

　

基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い
て
い
な

い
約
５
０
０
０
万
件
の
記
録
に
つ
い

て
、
平
成
19
年
11
月
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
名
寄
せ
作
業
を
開
始
し
、

そ
の
結
果
、
皆
様
の
基
礎
年
金
番
号
の

記
録
と
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録

が
出
て
き
た
方
を
対
象
に
、
12
月
か
ら

平
成
20
年
３
月
ま
で
の
間
に
、「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」を
順
次
お
送
り
し
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
全
て
の
方
に
も
、
順
次

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

▼
年
金
受
給
者
の
方
々
へ

　

４
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間
に

▼
現
役
加
入
者
の
方
々
へ

　

６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
に

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
よ
る
本
人

確
認
及
び
手
続
き
を
経
て
、
は
じ
め
て

記
録
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
に
よ
り
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
に

記
載
れ
や
誤
り
が
な
い
か
を
確
認
の

上
、
訂
正
が
な
い
場
合
は
同
封
の
「
確
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‐財
団
法
人
た
ん
し
ん
地
域
振
興
基
金‐

平
成
20
年
度
助
成
金
交
付
団
体 

の
募
集

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
３
月

ま
で
に
、
但
馬
地
域
で
実
施
す
る
事
業

で
、
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動　

文
化
芸
術
の

振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
社
会
福

祉
の
向
上
、
自
然
環
境
保
護
な
ど

◇
産
業
活
性
化
の
活
動　

産
業
技
術
の

研
究
開
発
、
商
業
・
観
光
業
の
振
興
、

異
業
種
交
流
な
ど

▼
募
集
期
限

　

平
成
20
年
２
月
28
日
（
木
）

▼
申
込
方
法　

助
成
申
請
書
、
事
業
計

画
書
、
収
支
予
算
書
、
過
去
の
実
績

や
現
在
の
活
動
状
況
を
示
す
記
録
、

書
類
及
び
名
簿
等
を
準
備
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

㈶
た
ん
し
ん
地
域
振
興
基
金
事
務
局

（
但
馬
信
用
金
庫
本
店
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
２
０
０

第２回新温泉町スキー競技大会参加者募集

　住民の皆さんの体力づくり、スキー技術の向上
及び仲間づくりを図るため「第２回新温泉町ス
キー競技大会」を開催します。皆さんの参加をお
待ちしています。

◇と　　き　２月 17日（日）午前８時 50分～
◇と こ ろ　県立但馬牧場公園スキー場
◇主 　 催　新温泉町、新温泉町教育委員会
◇部 　 門　・大回転　男女各部門
　　　　　　　（小・中学生、高校生及び一般）
　　　　　　・滑降　男女各部門
　　　　　　　（小学生１～３年生、４～６年生）
◇参加資格　町内在住または在勤者
◇参 加 料　３００円（保険料含む。ただし、
　　　　　　　リフト代などの経費は個人負担）
◇募集期限　２月５日（火）

―問い合わせ―
教育委員会　社会教育課

℡（０７９６）８２‐５６２９
教育委員会分室（町民センター内）
℡（０７９６）９２‐１８７０

社
会
福
祉
法
人 

春
来
福
祉
会
職
員
募
集

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ
む
ら
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
む
ら
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ
む
ら
に
勤
務
す
る
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種　

介
護
職
員
、
看
護
職
員

▼
資
格　

介
護
福
祉
士
、
看
護
師
免
許

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
募
集
期
間　

定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
問
い
合
わ
せ　

　

社
会
福
祉
法
人　

春
来
福
祉
会　

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
５
２
０

▼
準
備
物　

ゴ
ム
手
袋
、
新
聞
紙

▼
参
加
費　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
プ
ラ
ン
タ
ー
、
花
代
）

▼
募
集
期
限　

１
月
23
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

花
と
み
ど
り
の
は
ま
さ
か
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
（
農
林
水
産
課
林
務
係
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

「
第
２
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ（
寄
せ
植
え
） 

教
室
」
参
加
者
募
集

　

花
や
緑
を
用
い
て
、
初
心
者
で
も
手

軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
（
寄
せ
植
え
）
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き　

２
月
９
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設　

▼
内
容　

　

春
先
に
向
け
て
の
寄
せ
植
え
実
習

募　

集
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上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室　

パ
エ
リ
ア

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
参
加
者
募
集

　

パ
エ
リ
ア
は
ス
ペ
イ
ン
料
理
で
、
祭

り
な
ど
人
が
大
勢
集
ま
る
と
き
に
直

径
数
メ
ー
ト
ル
の
大
な
べ
に
、
魚
介
類

や
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
入
れ
て
作
る
米

料
理
で
す
。
今
で
は
各
家
庭
で
普
通
に

料
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
作
る
と
、
ま
た
味

は
格
別
で
す
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

1
月
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
0
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
参
加
費
用　

大
人
５
０
０
円
、
小
・

中
学
生
４
０
０
円

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
飲
み
物

▼
募
集
人
員　

先
着
30
人
（
小
学
校
3

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
募
集
期
限　

1
月
10
日
（
木
）

【
広
告
】

‐
あ
な
た
の
暮
ら
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
‐ 

買
い
物
の
代
行
サ
ー
ビ
ス 

を
始
め
ま
し
た

　

私
ど
も
但
馬
ダ
イ
エ
ー
警
備
保

障
㈲
は
、
新
温
泉
町
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
お
買
い
物
を
皆
さ
ま
の

代
わ
り
に
行
い
、
ご
自
宅
ま
で
お
届

け
す
る
買
い
物
の
代
行
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
す
。
新
温
泉
町
の
お
店

で
購
入
で
き
る
商
品
で
し
た
ら
、
ご

希
望
の
物
を
何
で
も
お
届
け
し
ま

す
。（
代
行
料
１
回
８
０
０
円
～
）

　

そ
の
他
草
刈
り
、
墓
掃
除
、
家

庭
内
の
簡
単
な
雑
用
な
ど
、
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
自
宅
ま
で
お
伺
い
し
、
ご
説
明

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
ダ
イ
エ
ー
警
備
保
障
㈲

　

生
活
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

　

但
馬
セ
ン
タ
ー　

担
当　

熊
本

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
２
８
９
６

「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
」 

参
加
者
募
集

　

自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
の
楽
し
さ

や
、大
切
さ
を
人
に
伝
え
る「
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開
設
し
ま

し
た
。
自
然
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
27
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
対
象　

18
歳
以
上

▼
参
加
費
用　

無
料

▼
募
集
人
員　

先
着
30
人

―

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
と
き　

２
月
10
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
）

▼
試
験
区
分　

甲
種
、
乙
種
全
類
及
び

丙
種

▼
願
書
受
付　

１
月
４
日
（
金
）
～

　

11
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

美
方
広
域
消
防
本
部　

予
防
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
０
１
１
９

試　

験

個人住民税の納税について
　個人住民税は、個人の県民税と市町民税をあわ
せて市町が課税し、徴収する税です。市町から送
付される納税通知書により、原則として年４回に
分けて納めていただきます。
　第 4 期分の納期限は、1 月 31 日（木）ですので、
最寄りの銀行等の金融機関・郵便局で納めましょう。

役立っています、あなたの税金
兵庫県・新温泉町
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日 時　　間 行　事　名 会　　場 担 当 課
1月  1日（月） 雪だるまコンクール（～ 2/20） 県立但馬牧場公園 牧場公園課
1月  4日（金）午前9時～午後5時 服部敏明写真展「四季 余部鉄橋」（～ 1/30）浜坂先人記念館「以命亭」 社会教育課
1月  5日（土）午前10時30分～正午 おぞうにのふるまい 県立但馬牧場公園 牧場公園課
1月  9日（水）午後2時～ 3時 介護老人保健施設ささゆり「新年会」 介護老人保健施設ささゆり 公立浜坂病院
1月10日（木）午前8時～正午 浜坂温泉排泥 浜坂地区 上下水道課
1月10日（木）午前9時～ 10時 トレー・牛乳パック回収日 浜坂町商工会館 町民課
1月12日（土）午前7時30分～ 9時 味原川清掃作業 県道白川橋下流付近 建設課
1月12日（土）午前8時30分～午後1時 青少年新春かるた大会 夢ホール 温泉公民館
1月12日（土）午前10時～正午 第1回スキー教室 県立但馬牧場公園 牧場公園課
1月12日（土）午前9時～午後5時 第1回子ども会年賀はがき展　浜坂会場（～ 1/14） 浜坂多目的集会施設 浜坂公民館
1月12日（土）午前9時～午後5時 第3回新温泉町新春書き初め展（～ 1/14）浜坂多目的集会施設 浜坂公民館
1月13日（日）午前10時～午後0時30分 親子クッキング教室 上山高原ふるさと館 商工観光課
1月13日（日）午前10時30分～正午 ぜんざいのふるまい 県立但馬牧場公園 牧場公園課
1月13日（日）午後1時～ 3時30分 新温泉町成人式 夢ホール 社会教育課
1月13日（日）午前9時～午後5時 平尾じんと新宮勇士の二人展（～ 1/27）八田コミュニティセンター 教育委員会分室
1月17日（木）午前9時30分～正午 宇都野学園大学院講座 浜坂多目的集会施設 浜坂公民館
1月19日（土）午前10時～正午 第2回スキー教室 県立但馬牧場公園 牧場公園課
1月20日（日）午前8時～午後5時 第23回美方郡新春囲碁将棋大会 浜坂多目的集会施設 浜坂公民館
1月20日（日）午前10時～正午 第3回スキー教室 県立但馬牧場公園 牧場公園課
1月20日（日）午前9時～午後5時 公民館講座作品展（～ 1/27） 町民センター 温泉公民館
1月24日（木）午前8時30分～ 9時30分 ねこの引取日 役場庁舎裏駐車場 町民課
1月27日（日）午前8時30分～午後5時 第2回新温泉町子ども会交流卓球大会 健康公園体育館 浜坂公民館
1月27日（日）午前8時30分～午後3時 第1回町子ども会年賀はがき展　温泉会場 健康公園体育館 教育委員会分室
1月27日（日）午前10時～正午 第13回雪上運動会 県立但馬牧場公園 牧場公園課
1月27日（日）午後1時30分～ 4時 インタープリター養成講座 上山高原ふるさと館 商工観光課
1月31日（木） 町県民税第4期、国民健康保険税第5期納期限 税務課

1 月の行事予定

各　種　相　談
行
政
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

1月  9日（水）
午前9時～ 11時30分 町民センター

 町内全域を対象
  温泉総合支所　振興課
  TEL（0796）92-1131（代）

午後1時30分～ 4時 サンシーホール浜坂   総務課　行政係
  TEL（0796）82-3111

人
権
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

1月  9日（水） 午前9時～ 11時30分
文化会館  浜坂地域を対象   総務課　人権推進室

  TEL（0796）82-3328町民センター  温泉地域を対象

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

1月  9日（水） 午後1時30分～ 4時 役場  浜坂地域を対象   社会福祉協議会　浜坂支部
  TEL（0796）82-1071

1月16日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」  温泉地域を対象   社会福祉協議会　温泉支部

  TEL（0796）92-1866

1月23日（水） 午後1時30分～ 4時 役場  浜坂地域を対象   社会福祉協議会　浜坂支部
  TEL（0796）82-1071

法
律
相
談

期　日 時　間 場　所 内容 問い合わせ

1月12日（土） 午後1時～ 4時 浜坂多目的集会施設  司法書士による
 法律相談。予約制

  兵庫県司法書士会但馬支部
  TEL（079）676-3368

H20（2008）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

1月16日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」  温泉地域を対象  社会福祉協議会　温泉支部

 TEL（0796）92-1866

1月17日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市）  浜坂地域を対象  社会福祉協議会　浜坂支部

 TEL（0796）82-1071


